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近年の発掘調査成果をもとに寒川町大（応）神塚古墳を読み解く 

寒川町教育委員会生涯学習課生涯学習担当 小林 秀満 

大神塚・応神塚（おおじんづか）両表記が見られるため「大（応）神塚」と表記 

 

ウィキペディア フリー百科事典 より抜粋 

大神塚古墳 

概要 

神奈川県中部、相模川東岸の台地先端部に築造された古墳である。現在は安楽寺の裏手に所在し、周辺には

かつて小型古墳 5基が分布した（大神塚周辺古墳群、現存 1基）。現在までに前方部は大きく削平を受けている

ほか、1908年（明治 41年）に埋葬施設の発掘調査が、近年に墳丘の発掘調査が実施されている。 略 

築造時期は、古墳時代前期の 4世紀後半頃と推定される（近年の調査以前は 5世紀前半頃の築造と推定）。一

帯では大神塚周辺古墳群の盟主墳に位置づけられる。被葬者は明らかでないが、地元では初代相武国造の茅

武彦命（かやたけひこのみこと）と伝承される。 （以下略） 

寒川神社との関係   

略 寒川地域では、寒川神社は国造の祖先を祀る神社としても伝わっており、大神塚は相模川流域を初めて開

拓した初代相武国造の茅武彦命を、後世に後裔が追慕するために築造したとされていた。 （以下略） 

安楽寺は「寒川大明神者」（寒川神社）の別当寺として創建され、古代に扣卒（控えの兵士）が築いた塚に、神躰

依（寒川大明神の御神体）が宿り、此院（安楽寺）が建てた石碑がある大神塚が聖跡であるとする。（以下略） 

寒川神社の霊魂（神霊）が祀られるとの伝承が残っていた。また、1931 年（昭和 6 年）に制作された『寒川音頭』

の第 14番の歌詞には「国造 應神塚に 置いた薄霜 ほのりと消えりゃ」とあり、当時の人々が大神塚を国造の墓

陵として認識していたことが窺える。 

1 古墳時代の概要 

・考古学上の時期区分で、古墳が盛んに作られた時代 

・３世紀後半から７世紀末まで 

・倭国のヤマト王権が拡大し、王権が強化統一されていった時代と考えられている。 

・神奈川県においては４期に区分されている。 

 前期 ３世紀後半から４世紀 

 中期 ５世紀 

 後期から終末期 ６世紀から７世紀 
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大（応）神塚調査まとめ 

・墳丘裾が判明、後円部は直径 30ｍほどと推定される。 

・周溝は無いタイプの可能性も（底面がフラットではない） 

・墳丘については裾に近い部分は地山をローム層近くまで掘削し土台を構築、その後黒色土を盛土とし

ている様子である。墳頂部はローム層にて構築されており、その間は一部黒色土とローム層を交互に構

築している様相も伺える。 

・明治期の調査痕が確認された。墳頂部をかなりの規模で調査されていて、遺物も含め主体部はほとん

ど残存していなかった。 

・残存部分から、礫槨を持つ粘土槨の木棺墓主体部の可能性。（東海地方の影響か） 

・残存主体部は版築構造が見られず構築墓壙の可能性も考えられる。 

・残存前方部は長軸（南側）方向には堀込が見られないので後世に削平された可能性が高い。 

・前方部西側は近代以降広範囲に掘削された可能性が高い 

・前方部短軸方向は墳丘裾が判明したのでそこから古墳全体を想定すると全長 60ｍほどか（明治期の記

述にも 60ｍとある） 

・古墳の時期は時期を決定づける土器が出土していないので不確定だが、4 世紀後半との見解がでてい

る。 

・配石、鏡や安楽寺本尊の年代から中世山岳信仰に利用されていた可能性がある。 

・宝永火山灰混入溝、後円部裾部の配石等から近世に塚を整備した可能性がある。 

・明治期以前に盗掘されていた可能性があり。 

大（応）神塚古墳調査概要 

・遺跡の名称  大（応）神塚（寒川町 No.8遺跡） 

・調査実施日  

①平成 30 年 3月 6 日（火）～3月 30日（火）（内 14 日間）後円部調査 

②平成 31 年 2月 18日（月）～3月 14日（木）（内 14 日間）墳頂部調査 

③令和 2年 2 月 25 日（月）～3月 30日（木）（内 11 日間）くびれ部調査 

④令和 3年 3 月 3日（水）～3月 31日（水）（内 15 日間） 前方部調査 

⑤令和 ４年 2 月 22 日（火）～3月 30日（水）（内 20 日間）後円部西側周溝調査 

⑥令和 5年 2 月 21 日（火）～3月 29日（金）（内 14 日間）くびれ部再調査 

⑦令和 6年 3 月 4日（月）～3月 28日（木）（内 15 日間）前方部西側 

・所在地   高座郡寒川町岡田 2385 

・調査機関  寒川町教育委員会 教育政策課 

・調査担当  小林秀満 

・調査面積  ①45.2 ㎡ ②45 ㎡ ③約 12㎡ ④19.5 ㎡ ⑤19.8 ㎡ ⑥9.4 ㎡ ⑦8.2 ㎡ 

・計 159.1 ㎡ 

・調査原因  保存目的 

3



101/400

令和３年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和４年度

令和２年度
令和５年度

4



5



1/60

1トレンチ

2トレンチ

3トレンチ

4トレンチ

石碑

2トレンチ

明治期調査痕推定ライン

6



1

2

4

5

8

10

11

12
13

13

15

1618

19

20

21

ⅢcⅢc

22

A 17.0 m A'

A A'

1

3 3

4

5

67

9
10

10

11

12

11

14

17 18

20

21

23

24

Ⅲb

Ⅲc

Ⅳ

4

10

11

1/60
宝永火山灰純層

B 17.0 m B'

B 17.0 m B'

110

11

12

18

C 16.0 m C'

C C'

ＴＲ１

ＴＲ２ ＴＲ３

１．現代攪乱層

２．褐色土 (7.5YR3/4)　橙色スコリア粒子を微量含む。粘性・締り共欠ける。

３．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子、黒色スコリア粒子を少量含む。粘性有り、締り弱い。

４．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性・締り共欠ける。最下部に宝永火山灰の純層を観察する。

５．褐色土 (7.5YR3/4)　 橙色スコリア粒子を多量、黒色スコリア粒子を少量含む。粘性弱く、締り強い。 

６．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を多量、黒色スコリア粒子を少量、黄色スコリア粒子を微量含む。粘性弱く、締り有り。

７．褐色土 (7.5YR3/4)　橙色スコリア粒子を多量、黒色スコリア粒子を少量、黄色スコリア粒子を微量含む。粘性弱く、締り強い。

８．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を少量含む。粘性有り、締り弱い。

９．褐色土 (7.5YR3/4)　 橙色スコリア粒子を多量、黒色スコリア粒子を少量含む。粘性・締り共弱い。

10．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を少量含む。粘性有り、締り弱い。

11．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を多量、大粒の黒色多孔質スコリア、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性・締り共有り。

12．黒褐色土 (7.5YR3/2)　大粒の黒色多孔質スコリア、ローム粒子を多量、橙色スコリア粒子を少量、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性・締り共強い。

13．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を多量、黒色多孔質スコリア、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性弱く・締り強い。

14．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を少量含む。粘性有り、締り弱い。

15．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を少量、黒色多孔質スコリア、橙色スコリア粒、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性弱く・締り強い。

16．黒褐色土 (7.5YR3/2)　 橙色スコリア粒、橙色スコリア粒子を微量含む。粘性強く・締り有り。 

17．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を多量含む。粘性・締り共有り。

18．Ⅳ層主体　橙色スコリア粒を少量含む。粘性・締り強い。暗褐色土を混入する。

19．黒色土 (7.5YR2/1)　橙色スコリア粒子を少量含む。粘性・締り共有り。

20．黒色土 (7.5YR2/1)　橙色スコリア粒子を多量含む。粘性・締り共有り。

21．黒色土 (7.5YR2/1)　橙色スコリア粒子を多量含む。粘性有り・締り強い。

22．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を多量、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性有り・締り強い。

23．24 層主体　焼土を多量含む。

24．暗褐色土 (7.5YR3/3)　橙色スコリア粒子を少量、黒色スコリア粒子を微量含む。粘性・締り共強い。
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